
─ 行 事 予 定 ─

地　方 支　部　名 日　時 行　事　名 開催地 備　　　　考

北 海 道 支部事務局
（011）211-7007

2012/9/6 第55回支部事務担当者連
絡会議

札幌市 対象：区長都市事務担当者

2012/11/15/
 予定

第210回北海道地方支部
理事会

江別市 対象：支部役員都市（監事を除く13都市）

2012/11 平成24年度水道事務・技
術講習会

室蘭市 対象：正会員

技術委員長
（0154）43-1308

2012/10/25・26 第115回常設技術委員会 苫小牧市 対象：常設技術委員会都市

事務委員長
（0138）27-8711

2012/11/1/
 予定

第106回常設事務委員会 根室市 対象：常設事務委員会都市

水質委員長
（0143）55-1807

2012/11/1・2 第106回常設事務委員会 旭川市 対象：常設水質委員会都市

道北地区
（0166）24-3160

2012/10/31・ 
11/1

第15回地区協議会担当者
会議

枝幸町 対象：地区協議会内正会員

2012/11/ 中旬
 予定

道北地区災害時相互応援
情報伝達訓練

第２ブロッ
ク

対象：地区協議会内正会員

道東地区
（0154）43-2164

2012/11/ 上旬
 予定

道東地区協議会事務・技
術研修会

紋別市 対象：地区協議会内正会員

2012/11/ 中旬
 予定

道東地区協議会水道技術
管理者研修会

根室市 対象：地区協議会内正会員

道央地区
（011）385-1213

2012/11 第22回道央地区協議会運
営委員会

小樽市 対象：地区協議会運営委員会都市

東 北 東北地方支部
（022）249-2302

2012/9/14 第７回防災協議会 仙台市 対象：各県支部長都市

2012/9/20～21 第60回事務講習会 仙台市 対象：全正会員、参加費2,000円

2012/10/10～11 第15回水道技術事例発表
会

山形市 対象：全会員、参加費3,000円

2012/11/8～9 第34回東北主要都市経営
研究会

いわき市 対象：東北主要都市、参加費5,000円

関 東 関東地方支部
（045）633-0130

2012/10/10 第３回水質研究発表会運
営委員会

東京都

2012/10/ 予定 第２回幹事会 東京都

2012/11/27 水質研究発表会 東京都

随時開催 技術継承研修 横浜市・東
京都

中 部 中部地方支部
（052）972-3607

2012/10/10～11 合同防災訓練 富山県高岡
市

2012/10/25～26 合同防災訓練 静岡県浜松
市

支  部  だ  よ  り
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中 部 中部地方支部
（052）972-3607

2012/11/1～2 合同防災訓練 三重県四日
市市

2012/11/15～16 研究発表会 新潟県柏崎
市

対象：正会員、賛助会員

静岡県支部
（054）354-2704

2012/9/19・20 水道技術者実務講習会 富士市 対象：正会員、参加費無料

2012/10/5 水道主管課長研修会 静岡市 対象：正会員、参加費無料

2012/10/25・26 防災担当者連絡会 浜松市 対象：正会員、中部地方支部合同防災訓
練と同時開催

2012/11/8・9 先進都市視察研修会 神戸市 対象：正会員、参加費５,000円

富山県支部
（076）432-8740

2012/10/16 水道実務研修会 富山市 正会員

新潟県支部
（025）266-9311

2012/10/ 中旬 第115回実務（事務）講
習会

新潟市 対象：支部会員、参加費：２,000円

2012/11/ 下旬 第33回水道技術管理者協
議会

三条市 対象：支部正会員

関 西 大阪府支部
（06）6858-2911

2012/11/ 初旬 秋季研修会 未定 正会員

2012/12～
 2013/1/ 中旬

第１回幹事会 大阪市 幹事・監事

2012/12～
 2013/1/ 中旬

管理者研修会 大阪市 対象：正会員管理者（責任者）・賛助会
員

京都府支部
（0773）62-1633

2012/9/ 下旬 平成24年度管理職研修会 未定 対象 :正会員

2012/10/ 下旬 平成24年度事務研修会 未定 対象 :正会員

兵庫県支部
（0797）38-2356

2012/9/ 予定 第136回水道協議会［事
務関係］

芦屋市 対象：正会員（40会員）

2012/10/ 予定 第217回幹事会 芦屋市 対象：幹事会構成者

2012/11/ 予定 第53回業務調査会 西日本 対象：正会員職員（40会員）

2012/11/ 予定 全会員講習会 芦屋市 対象：正会員・賛助会員・特別会員

滋賀県支部
（077）528-2601

2012/11/ 予定 水道事業協議会 未定

中国四国 中国四国地方支部
（082）511-6806

2012/9/27・28 事務講習会 松山市 対象：支部正会員

2012/10/ 上旬 第184回幹事会 広島市 対象：幹事

2012/10/9～12 合同防災訓練 高知市・南
国市・香南
市・土佐市 
・須崎市

対象：支部正会員

2012/11/ 上旬 県支部事務担当者連絡協
議会

広島市 対象：県支部長都市担当者

2012/11/8・9 管理職講習会 呉市 対象：支部正会員

2012/11/21・22 技術講習会 米子市 対象：支部正会員

広島県支部
（0823）26-1603

2012/10/9～12 合同防災訓練 高知県 対象：正会員

2012/10/ 下旬 事務講習会 呉市 対象：正会員

2012/11/ 上旬 技術講習会 竹原市 対象：正会員

2012/11/ 中旬 施設見学研修会 対象：正会員

岡山県支部
（086）234-5906

2012/9/21 技能講習会 岡山市 対象：正会員
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中国四国 岡山県支部
（086）234-5906

2012/9/28 技能講習会 岡山市 対象：正会員

2012/10/19 技能講習会 岡山市 対象：正会員

2012/10/24 事務講習会 奈義町 対象：正会員

2012/11/13・14 県支部相互応援参集・受
入訓練

備前市・瀬
戸内市

対象：正会員

2012/11/ 下旬 県外視察会 未定 対象：正会員

九 州 大分県支部
（097）538-2403

2012/10/11 第１回課長会 福岡市 対象：正会員

2012/10/11～12 職員視察研修 飯塚市・福
岡市

対象：正会員　参加費２万円



─ 地 域 の 話 題 ─

（大阪府支部）

水道施設見学会及び研修会を千葉県にて開催

大阪府支部では、毎年、先進的な水道事業体の取り組みを学ぶとともに、会員相互間の情報交換の機
会を提供する「水道施設見学及び研修会」を開催しています。
本年は東日本大震災で被災した管路の被害と復旧の状況について、また、５月に発生した利根川水系
ホルムアルデヒド検出事故の経緯についてを研修課題として、７月19日、20日の両日かけて、正会員17
会員19名、賛助会員６会員８名、合計27名の参加のもと千葉県に赴きました。
一日目は、日本ダクタイル鉄管協会のご協力により、㈱クボタ京葉工場で耐震管の接合デモンストレー
ションを見学し、また、管路の被害状況報告では、耐震管を使用した箇所での被害は無かったという検
証結果を伺いました。二日目は千葉県水道局ちば野菊の里浄水場にて、日水協第63回全国水道研究発表
会で発表された「千葉県水道局における東日本大震災の報告・検証」と、５月17日に発生したホルムア
ルデヒド検出事故を中心に座学を、また午後からは、地震によりずれが生じた水管橋や実際に液状化現
象のあった地域の地盤を見学しました。
限られた時間内ではありましたが、受講者の積極的な質問等があり、充実した二日間となりました。



（兵庫県支部）

平成24年度水道職員講習会（明石市：７月20日）

明石市生涯学習センターにおいて、平成24年度水道
職員講習会が開催され、県内27会員の職員38名の参加
がありました。木下宣明　明石市公営企業管理者の挨
拶の後、日本水道協会調査部調査課広報係長　久保利
幸氏から「水道事業における広報活動について」のテー
マで、ご講演いただきました。具体的な事例や多数の
写真を盛り込んだパワーポイントでの説明を受けまし
た。またホームページのチェック機関の紹介等もあり、
大変有意義な講演会となりました。
講演会終了後も、質問の時間を長時間割いていただ

き、参加した職員は熱心に聞き入っておりました。

兵庫県支部第41回管理者研修会（千葉県：８月９・10日）

第41回管理者研修会は、８月９日、10日の２日間に
わたり、千葉県で開催され、県内17会員、19名の参加
がありました。９日は千葉県水道局「ちば野菊の里浄
水場」を訪問し、事業概要の説明を受けた後、浄水場
の視察を実施しました。その後、「マイクロ水力発電妙
典給水場」を訪問し、給水場の視察を実施するととも
に水道局職員及び東京発電㈱の社員の方に発電の仕組
みの説明をしていただきました。
10日は、北千葉広域水道企業団を訪問し、事業概要
の説明を受けた後、「東日本大震災の総括について」及
び「利根川水系ホルムアルデヒド問題の対応について」
説明を受けました。その後の意見交換会では、これら
の問題に関心を持っている参加者が多数いたので、活
発な質疑応答が行われました。


